
平成 22 年度決算を認定………………２Ｐ
「町内業者の育成について」
　　　など７議員が一般質問…………８Ｐ

9 月定例会「正々堂々と競技する
　　　　　　ことを誓います」

　第５０回郡民体育祭
　原町中学校校庭で開催されました
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平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
は
�
９
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の
11
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　

今
定
例
会
で
は
�
平
成
22
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計
決
算
の
ほ
か
�
23
年
度
補
正
予
算
�
条

例
改
正
�
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
�
東
吾
妻
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
な
ど
�
29
件
が
提

出
さ
れ
�
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
�

　

一
般
質
問
は
７
名
が
行
い
�
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
�

９月定例会

町
税

　

歳
入
の
柱
で
あ
る
町
税
は
0.7
％

の
減
収
で
し
た
が
�
法
人
町
民
税

は
前
々
年
並
み
に
回
復
し
ま
し
た
�

歳　

入（
主
な
も
の
）

91億9140万円
平成22年度      決算を認定

　　繰入金
 1 億 7,106 万円

分担金及び負担金
 1 億 2,981 万円使用量及び手数料 

1 億 7,702 万円

　　繰越金
 5 億 5,162 万円

　　諸収入ほか
 7 億 6,183 万円

地方交付税
 32 億 1,931 万円

町税
 18 億 8,238 万円

国・県支出金
 17 億 7,127 万円

町債
 9 億 4,420 万円

歳入
９６億

８５５万円

地
方
交
付
税

　

基
準
財
政
収
入
額
�
町
税)

が
減

額
と
な
り
ま
し
た
が
�
雇
用
対
策

地
域
資
源
活
用
臨
時
特
例
費
が
増

額
と
な
り
�
前
年
比
9.4
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
�

完成した原町小学校体育館

全国瞬時警報システムの伝達方法

通信衛星
（スーパーバード２）

総務省消防庁

地震 噴火

東吾妻町役場
「警報システム」

防災行政無線

国で覚知した

情報を 

通信衛星を介して

瞬時に役場へ伝達 

防災無線に自動接続・

起動し、いち早く情報

発信      

↓ 

避難態勢の確立へ 
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一般会計決算
平成22年度      決算を認定

　平成２２年度一般会計・特別会計・

事業会計の決算審査の結果、計数につ

いては正確であり、予算の執行は概ね

適正かつ効率的に執行されていること、

会計経理事務及び財産に関する事務は

適正に処理されていることを確認しま

した。　

監 査 報 告

　歳入では、自主財源の確保、住民負

担の公平性を期する観点から、関係法

令に基づき、滞納額、収入未済、不納

欠損等の解消に努めていただくこと。

　歳出では、事業執行に当たり、進行

管理を行って予算の適正執行に努める

ということ。それによって不用額、繰

越金を極力少なくする努力をしてもら

いたいこと。また事業効果測定などの

評価も確実に行う。そういうことで町

の振興発展に努めていただきたいこと

を所見として意見を申し上げます。

　　　　　　　　監査委員　角田隆紀

　　　　　　　　　　　　　茂木恒二

一般会計への審査意見

歳　

出
（
主
な
も
の
）

企
画
費

岩
島
・
坂
上
地
区
光
フ
�
イ
バ
�
整
備

　
　

・
・
・
三
億
八
�
六
九
二
万
円

環
境
衛
生
費

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　

・
・
・
二
六
六
万
円

林
業
費

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

　
　
　
　

・
・
・
一
�
一
〇
六
万
円

防
災
費

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

・
・
・
六
九
九
万
円

小
学
校
施
設
整
備
費

原
町
小
学
校
体
育
館
新
築
事
業

　
　

・
・
・
二
億
九
�
五
〇
七
万
円

原
町
小
学
校
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
工
事

　
　
　
　

・
・
・
二
�
三
一
〇
万
円

災害復旧費
9,100円

労働費
475万円

諸支出金
2,000万円

商工費
6,937万円

議会費
9,939万円

消防費
2 億 9,126万円

衛生費
3 億 6,741 万円

農林水産業費
4 億 8,779 万円

土木費
7 億 7,994 万円

教育費
13 億 6,659 万円

民生費
15 億 6,466 万円

公債費
16 億 3,051 万円

総務費
25 億 968 万円

歳出
９１億

９,１４０万円

体育館耐震補強工事を現地調査

しました
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議
員　

今
ま
で
借
り
て
い

た
土
地
を
購
入
す
る
と
の

こ
と
だ
�
た
が
�
中
学
校

統
合
が
進
ん
で
い
る
段
階

で
必
要
が
あ
る
の
か
�
不

動
産
鑑
定
を
し
た
段
階
で

再
度
議
会
に
相
談
し
�
判

断
す
る
と
い
う
答
弁
だ
�

た
が
�
現
時
点
で
は
協
議

さ
れ
て
い
な
い
�
教
育
委

員
会
�
町
長
の
考
え
を
聞

き
た
い
�

教
育
長　

当
初
予
算
で
の

や
り
取
り
部
分
の
状
況
把

握
が
足
り
ず
�
認
識
不
足

の
点
に
つ
い
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
�

　

東
村
当
時
か
ら
の
懸
案

事
項
で
あ
り
�
町
の
財
産

で
あ
る
土
地
開
発
基
金
の

用
地
確
保
を
22
年
度
で
支

払
い
手
続
き
を
済
ま
せ
た
�

　

方
向
性
は
交
換
だ
が
�

最
終
的
に
は
議
会
の
同
意

を
い
た
だ
き
進
め
て
い
き

た
い
�

町
長　

予
算
計
上
時
の
経

緯
の
認
識
が
不
足
し
て
い

た
�
中
学
校
統
合
を
考
え

る
と
�
そ
こ
に
投
資
を
し

て
い
く
の
は
無
理
な
事
と

思
う
�
特
に
議
会
へ
の
協

議
不
足
は
�
こ
ち
ら
の
落

ち
度
で
あ
�
た
と
考
え
ら

れ
る
�
今
後
こ
の
よ
う
な

こ
と
の
無
い
よ
う
に
考
え

て
い
き
た
い
�

議
員　

当
時
協
議
を
し
て

い
く
と
い
う
答
弁
で
可
決

の
判
断
を
し
た
の
で
�
こ

こ
ま
で
き
て
い
る
が
�
経

緯
に
つ
い
て
は
重
く
受
け

止
め
て
も
ら
い
た
い
�

　

箱
島
農
村
公
園
用
地
部

分
の
利
用
に
つ
い
て
は
�

町
が
示
し
て
い
る
の
で
�

支
障
が
出
る
可
能
性
も
あ

る
�
必
要
な
土
地
を
購
入

す
る
の
が
常
と
う
手
段
で

あ
る
と
思
う
�
こ
の
土
地

の
事
も
含
め
�
考
え
方
を

聞
き
た
い
�

町
長　

農
村
公
園
用
地
も

未
だ
放
置
の
状
態
で
あ
る

が
�
地
域
住
民
の
希
望
も

あ
る
�
こ
の
土
地
を
活
性

化
す
る
た
め
に
�
住
宅
も

含
め
�
よ
い
施
設
が
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
�

議
員　

等
価
交
換
と
い
う

こ
と
で
問
題
な
い
と
の
説

明
で
あ
�
た
が
�
現
地
を

見
れ
ば
農
村
公
園
用
地
は
�

町
の
土
地
と
し
て
は
県
道

に
一
番
近
い
場
所
で
�
土

地
の
鑑
定
が
全
体
の
土
地

を
見
た
と
き
の
価
値
判
断

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
�

教
育
課
長　

不
動
産
鑑
定

士
に
依
頼
し
て
鑑
定
し
�

土
地
全
体
で
は
な
く
交
換

す
る
土
地
を
対
象
に
行
い
�

等
価
交
換
と
し
た
�

議
員　

給
食
費
未
収
金
が
�

合
併
し
て
５
年
経
過
し
�

三
五
〇
万
円
程
あ
る
が
�

他
の
税
と
比
較
す
る
と
時

効
が
な
い
と
い
う
事
を
聞

る
�
こ
れ
に
よ
る
と
�
民

法
に
よ
る
債
権
者
の
時
効

の
援
用
か
�
町
の
権
利
放

棄
に
よ
り
欠
損
処
分
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
�
債

権
者
間
の
不
公
平
等
も
あ

る
の
で
整
理
を
し
な
が
ら

行
�
て
い
き
た
い
�

東
中
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト
取
得

給
食
費
未
収
金

　
　

の
徴
収
は

平成２２年度 会 計 別 決 算 額

　資本的収支の差は

　　　　  損益勘定留保資金（※）で補てん
※　収益的収支のうち、減価償却費等の現金の支出を必要としない費用
のことで、費用化して資本的収支の資金不足に充当することができる。

水道事業

い
た
�
こ
の
ま
ま
積
み
残
�

て
い
�
て
い
い
の
か
と
い

う
部
分
で
�
処
理
に
つ
い

て
�
執
行
部
で
検
討
願
い

た
い
と
思
う
が
�

教
育
課
長　

給
食
費
は
法

律
上
の
解
釈
と
し
て
�
私

法
上
の
債
権
と
考
え
て
い

会　計　名 歳入総額 歳出総額
一 般 会 計 ９６億８５５万円 ９１億９,１４０万円

国民健康保険
特 別 会 計

事業勘定 １８億８,９０５万円 １７億９,９０７万円

施設勘定 ８,５０３万円 ８,３１０万円

老人保健特別会計 ５０７万円 ０円

後期高齢者医療特別会計 1億７,４２４万円 １億７,２４７万円

特別養護老人ホームいわびつ荘 ２億７,５０２万円 ２億６,６９３万円

介護保険特別会計 １１億６,０３３万円 １１億３,７６４万円

下水道事業特別会計 ５億５,７０４万円 ５億５,４７９万円

簡易水道特別会計 ４,６５８万円 ４,６３６万円

地域開発特別会計 ７,２５１万円 ７,２１４万円

一
般
会
計

         

決
算
を
問
う

収　入 支　出

収 益 的 １億９,０７７万円 １億８,８４８万円
資 本 的 ３,２０９万円 １億４,５９２万円
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   国民健康保険

　事業勘定では、本年度も基金の取り崩しはなく運

営されていましたが、  収入未済額は6,171万6,834

円で昨年より400万円ほど増えました。不安定な雇

用、社会情勢を反映したものと思われます。

　税務課との連携により徴収事務の適正化に努める

とともに、特定健診やガン検診の受診率向上により

町民自らの健康管理意識啓発に努めて欲しいと要望し

ました。

　施設勘定（国保診療所）では、診療収入が増加し

人間ドックも好評です。

　引き続き地域に密着した医療活動を行うよう要望

いたしました。

  後期高齢者医療

　収入未済額が若干ありましたので、事務努力につい

て要望いたしました。

  介護保険
　

　実質収支額は 2,269 万 2,013 円でした。介護保

険介護給付費は 1,976 万 3,276 円取り崩し、年度

末現在高は 1 億 1,203 万 3,646 円となり介護従事

者処遇改善臨時特例基金も 278 万 2,560 円とり崩

し、年度末現在高は 68 万 8,453 円となりました。

　なお、65 歳以上の被保険者の人口に占める割合は

30.96％で高齢化と共に要介護認定、要支援認定者は

年々増加しています。

特別養護老人ホーム
　　いわびつ荘運営事業

　歳入総額2億7,502万4,146円、歳出総額2億 6,6

93万 8,447円、  実質収支額は808万5,699円でした。

介護サービス関係費で賄えない分を、一般会計より

繰り入れて施設運営しております。

　一般会計からの繰入金は7,271万4千円でした。こ

れは施設に義務づけられた、スプリンクラー設置工

事を経済危機対策事業4,977 万円でおこなったため

です。例年の運営費は2,294万4千円で、一般会計か

らの繰り出し金は昨年より少なくなっており、努力が

みられます。

　老人保健

　平成20年度で制度は終了しました。

残務整理も本年度で終了し的確になされていまし

た。

　地域開発事業

　一般会計からの繰り入れは3,777万円になり、

年度末の基金残高は1億394万円となりました。

　宅地造成事業は今年度も岡崎・岩久保団地７区

画が未販売でした。最終販売から５年が経過して

おり、今後は地価の下落を的確に判断し、価格や

用途の見直しを行う販売努力が必要です。

　下水道事業

　公共下水道事業は平成15年度末に原町駅北地区

の供用開始に始まり、２回の認可変更を経て平成

22年度で計画区域全域が供用開始となりました。

  浄化槽整備事業は、90 基の新設を行いました。

また農業集落排水事業では、マンホールポンプ遠

隔監視装置更新工事を実施しました。

　各事業とも接続率の向上を図り、新規加入に努

めるとともに、公平性の見地からも引き続いて未

納者対策に努め、成果のあがる対策を検討していく

必要があります。

　簡易水道

　歳出のほとんどは、施設の維持管理に係る経常

的な経費です。歳入では水道使用料の未収金が多

く、収納率は 94.3％となっています。引き続いた未

収金回収対策に努め、財源の確保を図る必要があ

ります。

　水道事業会計

　営業収益は給水人口の減少に伴い、減収減益の状

況で、使用料の未収金は前年度より増加し、調停額

が前年度を落ち込む中では、未収金の率は前年度

を上回っております。このような状況から引き続

いた未収金の回収対策に努め、財源確保を図る必

要があります。

　石綿セメント管の更新は多額の経費を要します

が、安定的な供給や、利用者の健康被害を防ぐ観

点からも急ぐ必要があるとのことです。

平成２２年度特別・事業会計決算   ～委員会審査より～
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 一般会計（主なもの）

総務費

◎財政調整基金積立金追加 ………8,412 万円

◎防犯カメラ設置工事費 ……………115 万円

（原町、郷原、矢倉、岩島の

　　　　　　　 JR ４駅に防犯カメラを設置）

◎新エネルギー導入可能性調査費

（水力を使った発電）  ………………100 万円

衛生費

◎簡易放射線測定器　2 台購入 ………26 万円

農林水産業費　

◎米の食味測定器購入  ………………178 万円

教育費

◎坂上幼稚園擁壁改修工事費 ………300 万円

  

条
例
の
改
廃

◆
町
民
セ
ン
タ
ー
が

　
　

廃
止
に
な
り
ま
す

　

町
民
セ
ン
タ
�
は
�
街

路
事
業
に
よ
る
�
仮
称
�

吾
妻
大
橋
の
建
設
に
伴
い
�

生
活
改
善
セ
ン
タ
�
部
分

が
取
り
壊
し
に
な
り
ま
す
�

現
在
�
こ
の
部
分
は
デ
イ

サ
�
ビ
ス
セ
ン
タ
�
と
し

て
�
町
か
ら
の
指
定
管
理

に
よ
り
�
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
し
て
い
ま
す
が
�

指
定
期
間
が
10
月
末
で
終

了
す
る
こ
と
に
伴
い
廃
止

す
る
も
の
で
す
�

　

廃
止
後
は
�
社
会
福
祉

協
議
会
の
意
向
に
よ
り
�

プ
�
ル
を
除
き
�
普
通
財

産
と
し
て
貸
し
付
け
る
予

定
で
す
�

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
指
定

　

 
管
理
が
終
了
し
ま
す

　

10
月
31
日
を
も
�
て
町

か
ら
の
指
定
管
理
期
間
が

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
�

条
例
か
ら
�
東
吾
妻
町
デ

イ
サ
�
ビ
ス
セ
ン
タ
�
�

を
削
る
も
の
で
す
�

◆
町
民
セ
ン
タ
ー
利
用
料

条
例
を
廃
止

◆
脱
税
過
料
が
改
正

　

現
下
の
厳
し
い
経
済
状

況
及
び
雇
用
情
勢
に
対
応

し
て
�
税
制
の
整
備
を
図

る
観
点
か
ら
�
正
当
な
理

由
な
く
個
人
住
民
税
等
の

脱
税
に
係
る
過
料
が
�
３

万
円
か
ら
10
万
円
に
な
り

ま
す
�

 

そ
の
他
の
議
案

◆
町
道
の
認
定

ふ
れ
あ
い
の
郷
駐
車
場
内

を
通
路
と
し
て
一
般
に
供

し
て
い
る
部
分
で
す
�　

原
町
字
諏
訪
前　

　

一
〇
四
四
番
一
か
ら　

　

一
〇
四
九
番
十
一
ま
で

◆
訴
え
の
提
起

　

人　
　

事

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

任
期
満
了
�
３
期
�
に

伴
う
次
期
候
補
者
に
�
本

多
由
巳
子
さ
ん
�
新
井
ひ

ろ
み
さ
ん
の
二
名
を
適
任

と
認
め
ま
し
た
�　

平成２３年度　補正予算

会　　計　　名 補　　正　　額 予　算　総　額

一 般 会 計 １億 4,196 万円 85 億 6,115 万円

介護保険特別会計 812 万円 12 億 5,730 万円

下水道事業特別会計 1 億 2,124 万円 6 億 7,467 万円

簡易水道特別会計 300 万円 5,363 万円

実質公債費比率とは･･･借入金 (地方債 )の返済額及びこれに準
じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す指標
将来負担比率とは･･･地方公共団体の一般会計等の借入金 (地方
債 )や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高
を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標

健全化判断比率の
         報告がありました

健全化判断比率 平成21年度 平成22年度

実質公債費比率
１７.８
（２５.０）

１６.６
（２５.０）

将来負担比率
１５５.１
（３５０.０）

１２０.６
（３５０.０）（　）内は早期健全化比率
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　　　　　　　２法人の平成２2年度の経営状況報告がありました。
　駅北土地区画整理組合

　平成８年度より開始され、１５年が経過しました。
　現在の事業課題は、原町中学校東側地域の未施行地区の取り扱いです。検討した結果は、整理事業
の施行区画の縮小で、具体的には原町小学校東側地区の除外という結論になり、計画変更に必要な手
続や地権者との協議など取り組みを行ってきました。
　平成２２年度の主な事業は、規模縮小に必要な地区界を変更するための用地測量、換地変更業務、
補償調査業務及び稲荷城・金井線の修正設計業務などです。平成２２年度末において負債はなくなり
ました。
　事業残は、原町小学校東側の稲荷城・金井線の道路を境として地区除外を行い、残された稲荷城・
金井線の工事や換地設計、換地処分などが予定されており、平成２５年度末まで、３カ年延伸を行い
ました。組合では平成２５年度末の完成を目指していることなどの報告がありました。

（株）岩櫃ふれあい公社

　株式会社岩櫃ふれあい公社は、町が資本金の５０％を出資し、平成６年３月に設立され、平成１３
年度までは、杉並区の保養施設の管理運営業務を受託、平成１４年度からは敷地及び施設を使用貸借
し、ホテル経営に移行、９期目となっております。
　平成２２年度の集客実績は２万７,１７３人でした。
　事業収支関係において、売上高は１億９,７５４万２,３０９円でした。　　　　
純利益１,２７５万５,４３０円、当期末の未処理損失は６,４２９万４,６０１円となりました。
前期に比べ大幅な黒字となりましたが、未処理損失を考えると、まだまだ厳しい経営環境にあり、公
社の計画達成と経常利益を確保するための経営努力を続けているとの報告がありました。

　

今
定
例
会
で
は
�
１
件
の
請
願
を

所
管
の
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
�

　

審
査
の
結
果
が
本
会
議
で
報
告
さ

れ
�
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
�

　

 

採
択
と
な
り
ま
し
た

   

�
総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
審
査
�

町
有
地
の
無
償
貸
与
に
関
す
る
請
願

　
　
　
　
　
　

上
之
町
区
長　

橋
爪
源
一

　
　
　
　
　
　

紹
介
議
員　
　

山
田
信
行

教育委員に

  町田仁一氏

　阿部央輔氏の退任に伴い、町田仁一氏を選

任することに同意しました。

　町田氏は信用金庫に勤務の後、家業の美容

室を継がれ現在に至っております。

　大学生、高校生の保護者であり、人格も高

潔、原町スケート場運営委員会の役員として

も活躍されています。

任期・・平成 23 年９月６日から

　　　　　　　　平成 24 年６月 20 日まで

　　　　　　　　　　（前任者の残任期間）

町長より報告

みなさんからの
請 願

（原町：1期目）
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問答

問答問

答

問

一般質問
町政を問う

　
　
　

地
元
業
者
優
先
発

　
　
　

注
を
し
て
�
町
内

業
者
の
活
性
化
を
計
�
て

は
ど
う
か
�

　
　
　

平
成
22
年
度
か
ら

　
　
　

始
め
た
�
住
宅
新

築
・
改
築
等
補
助
金
交
付

制
度
�
工
事
費
の
５
％
�

最
高
限
度
額
二
十
万
円
�

は
町
内
業
者
と
規
定
�

　

ま
た
�
町
が
発
注
す
る

一
三
〇
万
円
以
下
の
工
事

や
修
繕
�
五
十
万
円
以
下

の
業
務
委
託
は
�
事
前
に

登
録
し
て
あ
る
名
簿
か
ら

選
定
し
て
い
る
�
町
商
工

業
経
営
資
金
利
子
補
給
率

は
特
別
措
置
と
し
て
�
50

％
か
ら
75
％
と
し
�
地
元

企
業
育
成
を
第
一
に
考
え

て
い
る
�

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
杉
並
区
と
友

　
　
　

好
自
治
体
協
定
・

防
災
相
互
援
助
協
定
を
締

結
し
て
い
る
が
�
こ
の
交

流
を
地
場
産
業
を
生
か
し

た
�
ビ
ジ
ネ
ス
チ
�
ン
ス

と
し
て
は
ど
う
か
�

　
　
　

農
産
物
に
つ
い
て

　
　
　

は
�
区
役
所
で
の

朝
市
や
�
各
支
所
で
の
特

産
品
販
売
を
行
い
�
昨
年

７
月
に
は
�
ふ
る
さ
と
交

流
市
場
�
が
オ
�
プ
ン
し

た
�

　

ま
た
�
食
育
の
応
援
と

し
て
�
学
校
給
食
の
食
材

も
産
直
品
を
提
供
し
て
い

ま
す
�
事
業
課
で
は
�
岩

櫃
山
・
吾
妻
渓
谷
・
榛
名

湖
を
は
じ
め
�
登
山
や
ウ

オ
�
キ
ン
グ
な
ど
を
楽
し

み
�
吾
妻
荘
・
岩
櫃
温
泉

セ
ン
タ
�
へ
の
集
客
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
�

　

今
後
は
�
こ
れ
ま
で
の

交
流
に
加
え
�
区
民
・
町

民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
一

層
促
す
た
め
�
町
内
に
お

い
て
は
空
家
調
査
な
ど
も

し
て
い
る
�

町
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て

答
地
元
企
業
育
成
を
第
一
に
考
え
る

町
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て

答
小
水
力
発
電
施
設
の
設
置
調
査
へ

山田信行議員

須崎幸一議員

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に

　

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

　
　
　

吾
妻
木
質
バ
イ
オ

　
　
　

マ
ス
発
電
所
の
営

業
運
転
開
始
に
よ
り
林
地

残
材
の
活
用
と
し
て
間
伐

材
を
チ
�
プ
化
し
て
直
接

燃
焼
�
発
電
利
用
を
推
進

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
�

　
　
　

現
在
�
バ
イ
オ
マ

　
　
　

ス
推
進
協
議
会
の

林
地
残
材
利
活
用
推
進
分

科
会
が
あ
り
�
そ
こ
で
検

討
が
さ
れ
て
い
る
�

　

荒
廃
し
た
森
林
整
備
に

期
待
さ
れ
る
間
伐
材
利
用

で
も
あ
る
の
で
�
こ
れ
か

ら
も
�
間
伐
材
を
チ
�
プ

化
し
て
発
電
燃
料
と
し
て

活
用
が
図
れ
る
よ
う
に
努

め
た
い
�

　
　
　

家
畜
排
せ
つ
物
の

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
�
と
し

て
の
利
用
の
状
況
と
促
進

に
む
け
て
の
取
り
組
み
は

何
か
�

一　

般　

質　

問

太陽光発電の促進に補助金制度

美しい吾妻渓谷の景観
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問

問

問

問

答

答

答

答

問答

答

問

答

　
　
　

家
畜
排
せ
つ
物
の

　
　
　

堆
肥
化
利
用
に
つ

い
て
は
多
く
の
事
業
者
が

実
施
し
て
い
ま
す
が
�
高

度
化
利
用
と
し
て
の
メ
タ

ン
発
酵
�
炭
化
�
利
用
に

つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ

進
ん
で
い
な
い
�

　

情
報
の
収
集
や
分
科
会

の
開
催
な
ど
�
今
後
の
課

題
と
し
て
促
進
に
む
け
て

努
力
し
た
い
�

　

太
陽
光
発
電
及
び

　
　

小
水
力
発
電
の
推
進

　
　
　

住
宅
用
太
陽
光
発

　
　
　

電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
に
対
す
る
補
助
制
度
の

見
直
し
検
討
に
つ
い
て
�

　
　
　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
�

　
　
　

利
用
の
促
進
と
意

識
高
揚
を
図
る
た
め
に
�

補
助
金
制
度
を
設
け
て
い

る
�

　

今
年
度
�
上
限
額
を

�
10
万
円
�
か
ら
�
20
万

円
�
に
改
正
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
�

　
　
　

メ
ガ
ソ
�
ラ
�
発

　
　
　

電
の
実
施
に
向
け

て
�
適
し
た
地
域
を
調
査

し
た
ら
ど
う
か
�

　
　
　

現
状
で
は
�
限
ら

　
　
　

れ
た
財
政
の
中
で
�

早
急
に
対
応
す
る
の
は
難

し
い
�
今
後
の
課
題
と
し

て
�
調
査
研
究
を
し
た
い
�

　
　
　

小
河
川
や
農
業
用

　
　
　

水
な
ど
を
活
用
し

て
小
水
力
発
電
施
設
を
各

地
域
に
設
置
し
た
ら
ど
う

か
�

　
　
　

小
水
力
発
電
施
設

　
　
　

の
設
置
は
�
今
年

度
調
査
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
�

　

調
査
結
果
に
基
づ
き
�

各
地
域
に
設
置
で
き
る
か

検
討
し
た
い
�

今
後
の
町
づ
く
り
を
問
う

答
総
合
的
に
検
討

　
　
　

ス
ポ
�
ツ
や
文
化

　
　
　

を
テ
�
マ
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
�

　
　
　

町
の
14
歳
ま
で
の

　
　
　

人
口
は
平
成
11
年

度
に
比
較
し
て
38
％
減
少

し
�
65
歳
以
上
の
人
口
は

5.5
％
増
加
し
て
い
る
�
生

涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
�
ツ

を
通
し
て
�
心
身
と
も
に

た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
や
高
齢
者
の
健
康
・
体

力
の
保
持
増
進
を
図
り
�

事
業
の
充
実
と
新
規
事
業

の
開
催
に
よ
り
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
�

今
年
度
か
ら
全
町
民
を
対

象
に
し
た
野
外
ウ
オ
�
キ

ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
�

　

ま
た
�
８
月
に
は
�
東

洋
大
学
陸
上
競
技
部
�
に

よ
る
�
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
�

を
開
催
し
た
�
10
月
に
は

坂
上
地
区
を
中
心
に
�
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
�

を
愛
好
団
体
と
協
力
し
て

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
�

　

行
財
政
改
革
の

　
　
　

取
り
組
み
は

　
　
　

事
業
評
価
制
度
の

　
　
　

確
立
と
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
ど
う
か
�

　
　
　

予
算
編
成
の
仕
組

　
　
　

み
の
見
直
し
を
検

討
す
る
た
め
�
昨
年
11
月

事
務
事
業
評
価
委
員
会
を

設
置
し
た
�

　

今
年
度
は
�
決
算
ベ
�

ス
に
よ
る
事
務
事
業
の
評

価
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
�
具
体
的
に
は
�
施
策

の
実
績
を
基
本
に
事
務
事

業
担
当
課
内
で
十
分
な
協

議
を
行
�
た
上
で
�
委
員

会
に
お
い
て
�
評
価
・
判

定
を
行
い
た
い
�
評
価
の

結
果
は
�
財
政
計
画
等
の

作
成
に
反
映
さ
せ
�
予
算

編
成
の
根
拠
と
し
�
財
政

健
全
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
�

　
　
　

人
事
評
価
制
度
等

　
　
　

導
入
と
職
員
給
与

の
適
正
化
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
な
�
て
い
る

か
�

　
　
　

平
成
21
年
９
月
よ

　
　
　

り
人
事
評
価
を
試

行
中
で
あ
る
�

　

ま
た
職
員
の
給
与
は
�

地
方
公
務
員
法
第
24
条
で

職
務
給
・
均
衡
の
原
則
�

条
例
主
義
の
原
則
と
定
め

ら
れ
て
い
る
�
平
成
23
年

度
か
ら
第
２
次
行
政
改
革

大
綱
に
�
定
員
・
給
与
の

適
正
化
�
を
重
点
項
目
と

位
置
づ
け
�
給
与
の
適
正

化
を
行
う
予
定
で
あ
る
�

一場明夫議員

一　

般　

質　

問

太陽光発電の促進に補助金制度

10 月 16 日に開催された
「マウンテンバイク大会」
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問

問

答

答問答

問

町政を問う
一　

般　

質　

問
　
　
　

７
月
26
日
の
上
毛　

　
　
　

新
聞
首
長
ア
ン
ケ
�

ト

に
お
い
て
�
町
長
は
撤

退
に
は
反
対
で
�
容
認
と

と
ら
れ
る
回
答
で
あ
�
た
�

自
治
体
の
長
は
何
よ
り
も

住
民
の
健
康
や
安
心
・
安

全
を
守
る
こ
と
が
最
優
先

課
題
で
あ
り
�
町
長
判
断

に
は
�
そ
の
観
点
が
抜
け

落
ち
て
い
て
納
得
で
き
な

い
�

　
　
　

ア
ン
ケ
�
ト
で
は
�

　
　
　

確
か
に
原
発
撤
退

に
対
し
て
反
対
と
取
れ
る

掲
載
で
あ
�
た
�
○
×
式

で
あ
り
�
誤
解
さ
れ
や
す

い
記
事
だ
�
た
�

　

生
活
を
維
持
す
る
た
め

の
最
低
限
の
電
力
確
保
が

確
認
さ
れ
た
う
え
で
の
原

発
撤
退
に
は
賛
成
だ
が
�

現
状
で
は
更
な
る
電
力
不

足
を
招
き
か
ね
な
い
と
考

え
た
�

　

放
射
能
汚
染
は
由
々
し

き
問
題
で
�
脱
原
発
の
気

運
が
高
ま
�
て
い
る
こ
と

は
良
い
事
だ
と
思
�
て
い

る
�
原
発
は
徐
々
に
減
ら

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
�

　

簡
易
放
射
線
測
定
器

　
　
　
　
　

 

の
対
応
は

　
　
　

原
町
保
育
所
で
0.5

　
　
　

マ
イ
ク
ロ
シ
�
ベ

ル
ト
毎
時
の
放
射
線
量
が

観
測
さ
れ
た
が
�
そ
の
対

応
を
伺
い
た
い
�

　

県
が
簡
易
放
射
線
測
定

器
を
自
治
体
に
貸
し
出
す

と
の
こ
と
だ
が
�
保
護
者

の
安
心
の
た
め
に
も
�
借

り
て
測
定
し
�
情
報
を
公

開
す
べ
き
と
思
う
が
�

　
　
　

町
で
は
６
月
21
日

　
　
　

に
全
て
の
保
育
所

の
空
間
放
射
線
量

を
測
定
し
�
基
準

値
を
下
回
�
て
い

る
こ
と
を
確
認
し

た
�

　

し
か
し
�
雨
樋

付
近
で
は
�
原
町

と
大
戸
保
育
所
で

0.5
�
0.6
マ
イ
ク
ロ

シ
�
ベ
ル
ト
毎
時

ほ
ど
の
数
値
の
高

い
箇
所
が
判
明
し
�

翌
日
表
土
を
入
れ

替
え
た
と
こ
ろ
�
0.1
マ
イ

ク
ロ
シ
�
ベ
ル
ト
毎
時
程

度
に
改
善
さ
れ
た
�

　

町
で
も
簡
易
放
射
線
測

定
器
の
購
入
を
計
画
し
�

必
要
に
応
じ
て
放
射
線
量

の
測
定
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
�

　
　
　

こ
の
町
か
ら
医
療　

　
　
　

従
事
者
を
輩
出
す

る
た
め
�
給
付
型
奨
学
金

制
度
の
設
置
を
提
案
す
る
�

原
町
赤
十
字
病
院
や
医
師

会
と
の
連
携
を
深
め
る
た

め
意
思
疎
通
を
は
か
�
て

欲
し
い
�

　
　
　

原
町
赤
十
字
病
院　

　
　
　

と
は
�
町
の
保
健

原
発
容
認
か
？

答
原
発
は
徐
々
に
減
ら
す
べ
き

答

金澤　敏議員

根津光儀議員

医
療
職
を
目
指
す
人
に
給
付
型
奨
学
金
を

今
後
の
検
討
課
題

事
業
の
委
託
な
ど
様
々
な

分
野
で
連
携
し
て
き
て
い

る
�
医
師
�
看
護
師
等
不

足
に
よ
り
診
療
科
目
の
減

少
が
続
い
て
い
る
事
も
認

識
し
て
い
る
�
医
療
従
事

者
養
成
の
た
め
の
給
付
型

奨
学
金
制
度
は
�
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
い
く
�

看
護
師
不
足
は
町
と
し
て

も
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
認

識
し
て
い
る
の
で
�
現
行

の
奨
学
金
を
Ｐ
Ｒ
し
て
行

き
た
い
�

　

補
助
金
は
今
後
も
継
続

し
�
意
思
疎
通
に
つ
い
て

も
今
後
は
努
力
し
て
い
く
�

　

第
一
次
総
合
計
画

　
　
　

�
総
合
計
画
�
は
町

　
　
　

政
執
行
に
当
た
り

保育所での放射線測定

雨樋付近では数値が高い
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答

答

問

答

問答 問答

問答問

答

答

問

問 ど
う
位
置
づ
け
て
い
る
か
�

　
　
　

総
合
計
画
は
将
来

　
　
　

の
目
標
を
掲
げ
�

今
後
の
方
向
性
を
具
体
的

に
示
す
も
の
と
認
識
し
て

い
る
�
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
�

進
行
管
理
を
適
正
に
行
�

て
い
き
た
い
�

 

岩
櫃
城
跡
の
国
指
定
は

　
　
　

岩
櫃
城
跡
の
国
指　

　
　
　

定
史
跡
へ
の
動
き

先
ず
は
保
存
範
囲
等
を
確

定
さ
せ
て
�
町
民
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
や
�

て
い
き
た
い
�
全
国
に
売

り
出
す
機
会
な
の
で
し
�

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
�

 

放
射
線
数
値
の
公
表
は

　
　
　

群
馬
県
や
町
独
自　

　
　
　

の
放
射
能
�
放
射

線
量
検
査
の
結
果
は
ど
う

な
の
か
�
解
説
を
つ
け
て
�

町
広
報
や
ホ
�
ム
ペ
�
ジ

を
使
�
て
町
民
に
知
ら
せ

て
行
く
べ
き
だ
と
思
う
が
�

　
　
　

簡
易
測
定
器
を
借　

　
　
　

り
て
町
独
自
の
調

査
を
行
�
て
い
る
�
ま
た

県
に
対
し
て
固
定
型
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
設
置
を

要
望
し
て
い
る
が
�
正
し

い
数
値
を
町
民
に
報
告
し

た
い
と
思
�
て
い
る
�

　
　
　

建
設
基
金
の
今
後

　
　
　

の
計
画
は
�

　
　
　

平
成
22
年
度
末
の

　
　
　

基
金
残
高
は
四
�

〇
八
四
万
円
余
で
あ
り
�

財
政
調
整
基
金
か
ら
も
計

画
的
に
基
金
に
積
み
立
て

て
行
き
た
い
�

　

本
年
５
月
か
ら
は
�
行

政
改
革
推
進
本
部
で
も
�

調
査
研
究
を
す
す
め
て
い

る
�

　
　
　

補
助
金
制
度
は
あ

　
　
　

る
の
か
�

　
　
　

制
度
は
な
い
が
�　

　
　
　

旧
合
併
特
例
事
業

債
が
利
用
で
き
�
期
間
は

合
併
後
10
年
間
と
決
ま
�

て
い
る
た
め
�
平
成
27
年

度
中
に
完
成
す
る
必
要
が

あ
る
�

　
　
　

既
存
施
設
の
有
効

　
　
　

利
用
方
法
は
�

　
　
　

行
政
改
革
推
進
本

　
　
　

部
で
検
討
を
進
め

て
い
き
�
よ
り
質
の
高
い

行
政
サ
�
ビ
ス
の
提
供
が

で
き
る
よ
う
施
設
の
あ
り

方
や
�
活
用
方
法
に
つ
い

て
�
検
討
し
て
い
き
た
い
�

 

町
営
日
帰
り
温
泉
事
業

　
　
　

温
泉
事
業
は
運
営

　
　
　

改
善
の
努
力
を
し

て
い
る
が
�
運
営
費
が
あ

ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
�
何

が
原
因
か
�
今
後
の
検
討

は
�

　
　
　

平
成
21
年
４
月
�　

　
　
　

事
業
課
を
新
設
し
�

町
営
施
設
の
管
理
運
営
の

効
率
化
や
指
定
管
理
者
制

度
へ
の
移
行
に
向
け
た
検

討
を
行
�
て
き
た
�
あ
づ

ま
桔
梗
館
は
榛
名
吾
妻
荘

に
続
き
�
本
年
４
月
に
指

定
管
理
者
制
度
に
移
行
し

た
�
質
の
高
い
サ
�
ビ
ス

が
期
待
さ
れ
る
�

　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
郷
岩

　
　
　

櫃
温
泉
セ
ン
タ
�

及
び
食
堂
は
�
年
間
五
五

〇
〇
万
円
も
の
不
足
額
が

生
じ
て
い
る
�

　

平
成
21
年
５
月
議
会
で

運
営
方
法
の
改
善
や
見
直

し
を
求
め
る
決
議
を
行
�

た
�
早
急
に
対
応
す
べ
き

と
思
う
が
�

　
　
　

管
理
運
営
方
法
を

　
　
　

見
直
し
�
一
定
の

改
善
効
果
も
上
が
�
て
い

る
が
�
何
よ
り
も
利
用
者

数
の
減
少
が
経
営
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
�
今
後

は
�
岩
櫃
山
登
山
者
�
旅

行
会
社
�
バ
ス
会
社
主
催

の
ツ
ア
�
客
�
群
馬
Ｄ
Ｃ

関
連
客
の
取
り
込
み
を
強

化
し
�
利
用
者
数
の
増
大

を
は
か
�
て
い
き
た
い
�

答
建
設
は
喫
緊
の
課
題

庁
舎
建
設
計
画
の
準
備
を
進
め
る
べ
き
と
思
う

橋爪英夫議員

一　

般　

質　

問

が
始
ま
�
て
い
る
と
聞
く

が
現
状
を
知
り
た
い
�
史

跡
整
備
に
当
た
�
て
は
町

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

欲
し
い
�

　
　
　

国
指
定
ま
で
３
年

　
　
　

か
ら
５
年
以
内
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
�

多
く
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
た
め
保
存
整
備
委
員
会

(

仮
称
�
を
立
ち
上
げ
る
�

岩
櫃
城
跡
の
国
指
定
史
跡
は
ど
う
か

耐震性も懸念される（役場庁舎）
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問

答

問

答

一　

般　

質　

問
　
　
　

情
報
を
共
有
す
る

　
　
　

こ
と
で
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
の
協
働
の
町
が
さ

ら
に
築
け
る
と
思
う
�
今

回
の
大
震
災
で
は
防
災
無

線
と
共
に
メ
�
ル
が
繋
が

り
や
す
く
�
輪
番
停
電
で

は
同
じ
町
内
で
あ
�
て
も

時
間
が
違
�
た
た
め
メ
�

ル
配
信
の
正
確
な
お
知
ら

せ
が
大
い
に
役
立
�
た
と

い
う
�

ま
た
今
回
の
長
雨
の
た
め

に
土
砂
崩
れ
が
あ
ち
こ
ち

で
あ
り
�
通
行
止
め
が
起

き
た
が
�
こ
れ
ら
の
早
く

正
確
な
情
報
が
ほ
し
い
�

携
帯
電
話
を
活
用
す
る
人

が
増
え
て
い
る
今
日
�
取

り
入
れ
る
時
期
に
来
て
い

る
と
思
う
が
�

　
　
　

情
報
提
供
と
し
て
�

　
　
　

多
く
の
自
治
体
で

導
入
し
て
い
て
的
確
な
方

法
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
�
大
震
災
を
契
機

と
し
て
町
民
の
安
心
�
安

全
を
ま
も
る
防
災
体
制
の

強
化
は
益
々
重
要
と
な
�

て
き
て
い
る
の
で
�
導
入

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
�

　

町
営
住
宅
の
入
居

       

基
準
の
見
直
し
を

　
　
　

�
若
い
世
帯
が
増

　
　
　

え
て
ほ
し
い
�
町

長
が
い
つ
も
言
�
て
い
る

こ
と
だ
�
し
か
し
�
若
い

世
帯
で
子
供
を
生
み
育
て

る
と
き
は
共
働
き
は
で
き

な
い
�
そ
の
た
め
収
入
が

低
く
�
入
居
基
準
値
に
達

せ
な
い
場
合
が
生
じ
る
�

保
証
人
を
複
数
つ
け
る
と

か
し
て
�
当
町
に
住
む
意

思
の
あ
る
若
い
世
帯
を
受

け
入
れ
る
よ
う
に
す
べ
き

と
思
う
�
ま
た
空
き
部
屋

が
あ
る
こ
と
も
問
題
だ
と

思
う
が
�　
　

 

　
　
　

�
あ
づ
ま
地
域
定

　
　
　

住
促
進
住
宅
の
入

居
者
の
資
格
�
に
つ
い
て

若
者
向
け
に
グ
レ
�
ド
ア

�
プ
し
た
住
宅
と
し
て
�

平
成
17
年
度
に
建
設
�
起

債
の
償
還
期
間
が
平
成
30

年
ま
で
と
な
�
て
い
る
�

起
債
償
還
が
終
了
し
た
後
�

収
入
基
準
及
び
家
賃
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
�

空
き
部
屋
の
状
況
は
�
本

年
４
月
か
ら
１
戸
あ
る
が
�

過
去
に
６
�
月
を
こ
え
る

空
き
は
な
か
�
た
�

答
導
入
に
む
け
検
討

メ
ー
ル
配
信
を
し
町
民
に
的
確
な
情
報
を

青柳はるみ議員

７
月
４
日

　

原
町
赤
十
字
病
院
視
察

　

委
員
会
室
に
お
い
て
�　

高
野
事
務
長
及
び
２
名
の

事
務
職
員
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
�
病
院
の
現
状
�

診
療
科
目
の
減
少
�
医
師

確
保
の
困
難
さ
等
の
説
明

を
聞
き
�
意
見
交
換
し
ま

し
た
�

　

次
に
日
赤
病
院
に
移
り
�

町
か
ら
の
施
設
等
整
備
費

補
助
金
で
購
入
し
た
医
療

機
器
を
確
認
し
ま
し
た
�

そ
の
後
�
地
下
に
あ
る
耐

震
設
備
等
現
地
視
察
を
し

ま
し
た
�

９
月
８
日

　

社
会
福
祉
協
議
会
視
察

　

湯
本
会
長
�
局
長
出
席

の
も
と
�
川
戸
の
福
祉
協

議
会
及
び
�
デ
イ
サ
�
ビ

ス
用
地
を
視
察
し
ま
し
た
�

�
仮
称
�
吾
妻
大
橋
の
橋

脚
部
分
に
当
た
り
�
移
転

新
築
予
定
の
デ
イ
サ
�
ビ

ス
用
地
が
町
有
地
の
た
め

場
所
の
確
認
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
�

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

デイサービスセンターの用地

　　　　　　　などを確認しました。

箱
島
の
定
住
促
進
住
宅
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八
ッ
場
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

　

９
月
９
日
�
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
�

　

調
査
事
項
で
は
�
県
道

林
岩
下
線
の
一
部
供
用
開

始
�
６
月
29
日
�
７
月
19

日
�
８
月
29
日
�
ダ
ム
検

証
の
検
討
�
幹
事
会
が
３

回
開
催
さ
れ
た
こ
と
�
町

の
ダ
ム
対
策
協
議
会
で

�
八
�
場
ダ
ム
本
体
工
事

建
設
工
事
の
早
期
着
工
を

求
め
る
決
議
�
が
議
決
さ

れ
�
こ
れ
を
持
�
て
議
決

文
を
国
土
交
通
省
へ
提
出

し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
�

―
 

国
関
係 ―

　

佐
々
木
所
長
よ
り
�
３

回
の
幹
事
会
の
内
容
に
つ

い
て
情
報
提
供
が
あ
り
ま

し
た
�
続
い
て
渡
辺
事
業

対
策
官
よ
り
�
東
吾
妻
町

関
連
事
業
の
全
体
的
な
進

捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
�

―
 

県
関
係 ―

　

道
路
関
係
で
は
�
国
道

145
号
線
八
�
場
バ
イ
パ
ス

の
松
谷
交
差
点
か
ら
�
雁
�

沢
交
差
点
ま
で
�
暫
定
踏

切
を
設
置
し
�
供
用
を
目

指
す
�
ま
た
�
土
地
改
良

事
業
は
�
松
谷
地
区
を
23

年
度
事
業
計
画
�
及
び
事

業
採
択
�
27
年
度
完
成
を

目
指
し
た
い
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
�

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　

９
月
９
日
�
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
�

　

第
２
次
行
政
改
革
大
綱

並
び
に
実
施
計
画
が
４
月

か
ら
動
き
出
し
た
こ
と
に

伴
い
�
町
の
行
政
改
革
推

進
本
部
の
説
明
を
受
け
た

後
�
質
疑
を
行
い
ま
し
た
�

　

以
下
�
主
な
意
見
・
答
弁

を
報
告
し
ま
す
�

①
組
織
機
構
の
見
直
し
で
�

２
回
の
人
事
異
動
で
弊
害

が
出
て
い
な
い
か
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
�

②
団
体
事
務
の
見
直
し
は
�

観
光
協
会
を
商
工
会
に
移

す
方
向
と
の
こ
と
で
す
�

③
職
員
給
与
の
見
直
し
は
�

県
平
均
を
目
指
し
�
12
月

議
会
に
提
案
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
�

④
公
共
施
設
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
は
�
現
在
新
た

に
発
足
し
て
い
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
�

⑤
役
場
庁
舎
建
設
は
�
候

―
 

町
関
係 ―

　

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の

天
狗
の
湯
運
営
状
況
は
�

目
標
よ
り
13
％
多
く
�
隣

の
ふ
れ
あ
い
公
園
は
�
８

月
25
日
に
入
札
を
行
い
�

議
会
の
承
認
を
得
て
工
事

に
入
る
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
�
ま
た
�
十
二
沢

パ
�
キ
ン
グ
は
敷
地
造
成

工
事
が
発
注
に
な
り
ま
し

た
�
ダ
ム
下
流
域
振
興
検

討
会
の
設
置
�
松
谷
六
合

線
に
つ
い
て
は
�
地
元
説

明
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
�

今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
�

補
地
�
面
積
�
期
限
等
の

検
討
に
入
�
た
と
の
こ
と

で
す
�

　

今
後
�
町
と
議
会
が
連

携
し
て
�
行
政
改
革
大
綱

の
目
指
す
べ
き
姿
を
早
く

具
体
化
す
る
よ
う
に
�
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
�

前田国土交通大臣が来県し、八ッ場ダム建設について

知事・町長・議長らが会談　10月８日

八ッ場バイパス

供用開始に向け

暫定踏切を設置

します。

   （松谷地区）
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   第４回臨時会　（８月３日）

○人事
　固定資産評価員　佐藤喜知雄さん

　（税務会計課長　７月１日より）

○補正予算
　上下水道統合システム更新による債務負担行為補正

　　平成23年度から６年間限度額  1,489 万7千円

○物品購入契約の締結
　小・中学校図書整備事業

　町内の小中学校に８，４００冊の図書を購入します。

　　契約金額＝１, ５０６万７, ５００円

　　契約の相手方＝有限会社　川村書店

　　　　                       代表取締役 川村厚夫

南
相
馬
市
へ　
　

  

復
興
支
援
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
12
日

　

福
島
県
南
相
馬
市
被
災

見
舞
い
及
び
被
災
地
復
興

支
援
調
査
を
行
い
ま
し
た
�

　

市
役
所
庁
舎
で
見
舞
金

贈
呈
式
�
そ
の
後
�
被
災

経
過
及
び
現
況
調
査
の
説

明
を
受
け
�
被
災
地
現
場

を
視
察
し
ま
し
た
�

　

現
地
を
見
て
�
初
め
て

想
像
を
絶
す
る
大
地
震
に

よ
る
津
波
災
害
で
あ
�
た

と
実
感
し
ま
し
た
�

　

現
在
�
復
興
・
復
旧
に

向
け
て
�
市
で
は
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
�

原
発
事
故
の
影
響
が
復
興

の
大
き
な
障
害
に
な
�
て

い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま

す
�

　

私
た
ち
議
会
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
何
か
�
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
�

　

こ
れ
か
ら
も
南
相
馬
市

の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と

が
あ
れ
ば
�
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
�

新
議
員
研
修
会　

 

６
月
29
日

　

群
馬
県
市
町
村
議
会
主

催
で
�
地
方
議
会
の
制
度

と
運
営
に
つ
い
て
�
と
題

し
�
野
村
稔
氏
の
講
演
で

し
た
�

　

地
方
議
会
に
関
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
18
項
目

に
わ
た
る
講
習
で
�
非
常

に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
�

　

ま
た
�
こ
の
よ
う
な
機

会
は
な
る
べ
く
多
く
あ
�

て
も
い
い
と
感
じ
ま
し
た
�

　

特
に
印
象
に
残
�
た
の

は
�
議
員
の
立
場
と
は
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
�
と

い
う
こ
と
で
�
講
師
が
丁

寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
�

　

ま
た
�
本
会
議
に
つ
い

て
は
言
論
主
義
で
あ
り
�

読
む
の
で
は
な
く
話
す
�

現
物
の
持
参
は
最
小
限
と

い
う
こ
と
が
あ
る
�
な
ど

で
し
た
�

　

議
会
活
動
を
続
け
て
い

く
上
で
�
研
修
し
た
こ
と

を
頭
に
置
き
�
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
�

放
射
線
量
測
定
器

津波で大破した建物

が
れ
き
撤
去
も
課
題
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議会報告会を開催します

★１１月１４日（月）午後７時開会

　　あづま農村環境改善センター　多目的ホール

★１１月１５日（火）午後７時開会

　　太田公民館    大会議室

★１１月１７日（木）午後７時開会

　　岩島公民館　　大会議室

★１１月１８日（金）午後７時開会

　　中央公民館　　　相談室

★１１月２１日（月）午後７時開会

　　坂上公民館　　大会議室

み
な
さ
ん

　
　

ご
参
加

　
　

 

く
だ
さ
い

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

菅

谷

光

重

佐

藤

聡

一

根

津

光

儀

樹

下

啓

示

山

田

信

行

水

出

英

治

轟

德

三

茂

木

恒

二

金

澤

敏

青

柳

は

る

み

須

崎

幸

一

浦

野

政

衛

一

場

明

夫

橋

爪

英

夫

可･･･可決、否･･･否決、○･･･賛成、×･･･反対、欠･･･欠席、退･･･退席

議長は採決に加わりませんので「‐」で表示しています。（議長 1番 菅谷光重）

※・・・地方自治法第117条により、本人除斥。

第第 ３３ 回回 定定 例例 会会 平平成成２２３３年年９９月月５５日日～～11５５日日

議議 案案 のの 審審 議議 結結 果果

議

決

日

議案名等 議員名簿

出

席

者

数

投

票

数

賛

成

反

対

議

決

結

果

第第 ４４ 回回 臨臨 時時 会会 平平成成２２３３年年８８月月３３日日

‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価員の選任 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8/3

水道事業会計補正予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8/3

物品購入契約の締結 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8/3

人権擁護委員候補者の推薦 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/5

人権擁護委員候補者の推薦 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/5

教育委員会委員の任命 14 ‐ 13 0 可 9/5

一般会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 12 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

老人保健特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

特別養護老人ﾎー ﾑ いわびつ荘運営事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

介護保険特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

水道事業決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

町民センター設置及び管理に関する条例廃止 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

町民センター利用料条例廃止 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

通所介護施設の設置及び管理に関する条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

税条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

平成２３年度一般会計補正予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

平成２３年度介護保険特別会計補正予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

平成２３年度下水道事業特別会計補正予算 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

平成２３年度簡易水道特別会計補正予算 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

町道路線の認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

訴えの提起 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

工事請負契約の締結 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14
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まちの声

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の

中
�
第
50
回
郡
民
体
育
祭

が
�
東
吾
妻
町
原
町
中
学

校
を
主
会
場
に
９
月
25
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　

女
性
チ
�
ム
・
議
員
・

教
育
委
員
・
町
三
役
に
よ

る
玉
入
れ
は
�
準
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

　

議
員
・
教
育
委
員
・
町

三
役
で
の
タ
�
ゲ
�

ト
バ
�
ド
ゴ
ル
フ
は
�

健
闘
奮
わ
ず
�
５
位

と
な
り
ま
し
た
�

　

当
町
を
主
会
場
と

し
て
�
一
致
団
結
し

競
技
に
気
持
ち
良
い

汗
を
流
す
と
と
も
に
�

郡
内
の
仲
間
と
親
睦

を
深
め
ま
し
た
�

吾
妻
郡
民
体
育
祭

玉入れ準優勝に輝く

『 「盆踊り」に参加して
                          楽しみに』

                             片桐　定子さん
                                      （原町：主婦）

　                               今年から８月１４日～１５日の

                             ２日間にわたり、原町駅北を会場

　　　　　　　　     とする盆踊りが２２年ぶりに復活

し、多くの参加者と来場者を迎え盛況に開催され、楽し

みな行事が一つ増えました。

　会場の駅北ロータリーに浴衣を着た小さい子供さんが、

踊りの輪の周りを飛び回る姿は、見ていてとてもほほえ

ましい光景で地域力の復活になればと思います。会場に

足を運んでくれた大勢の皆様が、盆提灯の明かりの下で

見よう見まねで手足を動かし、踊る姿はとても楽しそう

でした。

　老人会・太田・岩島の踊る会の皆様や、吾東・原町両

婦人会と沢山の町民皆様、そして南相馬の方々の協力を

いただき、開催できました事、感謝を申し上げたいと思

います。

　当日、会場に人が集まるかどうか心配でしたが、沢山

の町民の皆様方が足を運んで、盆おどりを楽しんでくれ

ました。東吾妻盆おどりが、来年、そしてその次の年も、

毎年開催されることを楽しみにしております。

編
集
後
記

　

高
温
と
降
雨
が
繰
り
返

さ
れ
た
夏
が
過
ぎ
�
九
月

に
は
台
風
12
号
15
号
と
立

て
続
け
に
本
州
に
上
陸
し

当
町
に
も
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
�
議
会

も
被
害
調
査
を
し
て
復
旧

に
向
け
て
活
動
を
し
て
い

ま
す
�

　

九
月
定
例
会
で
は
平
成

22
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
�
編
集
し
な
が
ら
�

前
号
か
ら
今
号
ま
で
の
間

の
議
会
の
活
動
が
様
々
に

思
い
返
さ
れ
ま
し
た
�
編

集
会
議
の
中
で
感
じ
た
こ

と
は
�
私
た
ち
は
�
千
年

に
一
度
の
災
害
�
人
類
史

の
中
の
転
換
点
に
立
�
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
�

後
の
人
々
の
検
証
に
耐
え

る
行
動
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
�
深
く
感
じ
ま

し
た
�

         

�
根
津
光
儀
�


